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イ
ン
フ
ル
・
エ
ン
ザ
の
 

予
防
策
を
 ガ
 

健
康
対
策
課
健
康
対
策
 係
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
 、
 単
な
る
 風
 

邪
 で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

体
ガ
の
低
ド
 

し
て
い
る
人
で
は
死
亡
す
る
こ
と
も
 

ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
 

で
は
姥
に
至
る
感
染
症
 "
 な
の
で
 

す
 。
 

 
 

ク
チ
ン
接
種
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
 

か
か
り
っ
 
け
 医
に
相
談
し
て
く
だ
 

さ
い
。
一
任
意
接
種
の
た
め
全
額
 個
 

大
負
担
で
す
ご
 

問
い
合
わ
せ
健
康
対
策
課
健
康
対
 

策
係
へ
 

申
請
は
あ
済
み
で
ヲ
ガ
 

介
護
保
険
認
定
申
請
 

ぼ
祉
課
 高
齢
対
策
 係
 

平
成
は
午
 4
 月
か
ら
が
 よ
い
 ょ
分
 

謹
 保
険
制
圧
が
は
じ
ま
り
ま
す
「
 

介
詑
 保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
 訪
 

%
 分
 謹
 （
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
 

一
 

や
 通
所
分
部
 又
 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 一
 
、
通
 

所
 リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 
一
 デ
イ
ケ
 

ア
一
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
名
人
 

保
健
施
設
や
特
別
盤
 謹
 老
人
ホ
ー
ム
、
 

療
養
型
の
病
院
な
ど
に
入
所
す
る
 施
 

設
 サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
 

現
在
、
こ
れ
ら
の
福
祉
・
医
療
 
サ
｜
 

。
ヒ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
や
こ
れ
 

か
ら
利
用
さ
れ
よ
 う
 と
お
考
え
の
 人
 

は
 、
ま
ず
、
 
介
謹
 保
険
の
サ
ー
ビ
ス
 

を
 利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
 

も
 

）
 

「
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Ⅰ
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俺
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玉成竹年度高齢者福祉功労者表彰Ⅱ       

    多年 -!: わたり高齢者福相     ! こた - ゲ さわってこられたり J 明 ; 者 ・ の 

甘さんが、 「いきいきフェ ズ 、 ティバ ル ふくおか， 99 」において 

表彰されました " これからも元気でご 活躍ください「 

( 県知事表彰 )  曽我部工商・ 新松原老人クラプ 寿 会 
( 県知事感謝状 )  而添巽 ・八周 守                                                                                                           
( 県 老人クラフ連合会会長表彰》 柔毛穴・肴店 儀 八郎・万恨 
敏男・℡ 行 義雄・松本 繁 ・ 太 fmmlE 明 ・ 太 m 嘉高 
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垣
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東
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l
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l
l
 

Ⅰ
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l
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容
 
2
 

場
合
 

役
員
 

町
委
 

 
 

し
ま
し
た
 

用
 
自
家
発
 

宙
 

事
務
処
理
 

異
常
は
 

対
策
本
棚
 

つ
い
て
問
い
 

た
 
、
官
公
庁
 

電
話
や
イ
ン
 

2
0
 （
 (
 自
は
是
 て
田
 刀
 
Ⅲ
 

 
 

役
胡
 

"
0
%
 

杖
 
サ
ー
ピ
ス
に
つ
い
て
ト
ラ
フ
ル
な
く
、
 

証
 
明
 

発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
 

ヮ
 

 
 

し
 
"
 
 

む
 

模
擬
テ
ス
ト
を
早
期
に
完
了
す
る
よ
う
理
乱
が
あ
り
、
 

逐
 
次
 

対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
 

勺
 

 
 

西
日
本
鉄
道
 

)
 
株
 
晴
 
推
進
セ
ン
 

(
 
0
9
2
 
 
-
1
2
5
3
 

ィ
ヒ
 

都
情
報
 

七
 
)
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@
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4
 
4
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@
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6
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て
り
 

立
 
L
 
信
 

合
発
 
道
一
 

刺
絡
開
知
謀
朝
タ
 

    

日本航空 ( 株 ) 
少 定形 く ま 

） を 0 の を 票ぃ 股下ので W 

  

全日本空輸 ( 株 ) 

  
総合問い合わせ 窓口 役場町長公室 へ 

  

対策本部事務局 役場情報推進課 へ 
  

遠賀郡消防木部では 対策木部を設置します。 男手 に 両す古 者 し 

通報は n19 番、 問い合わせは 293-m231 へ     寸 " 

  

一
一
 

ゼ
 

か
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
 

づ
 照

同
 1
 ね
か
ら
こ
の
認
定
印
 詰
め
 

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
 

申
 請
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
人
 

は
、
 忘
れ
ず
に
申
請
な
し
て
く
だ
さ
 

 
 

 
 申

請
さ
れ
る
と
、
調
査
 パ
が
 訪
問
 

調
査
に
伺
か
ま
ず
。
そ
の
と
き
の
 訪
 

問
 調
査
に
基
づ
き
、
認
定
審
査
会
で
 

必
要
な
介
訪
の
度
合
い
を
決
定
い
た
 

し
ま
す
。
 

認
定
を
受
け
る
と
 介
 謹
の
度
合
い
 

に
 応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
引
両
（
ケ
ア
 プ
 

ラ
ン
）
を
居
宅
 介
謹
 支
援
 宇
 業
者
な
 

ど
に
作
成
し
で
も
ら
い
、
平
成
は
年
 

4
 月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

計
画
の
作
成
に
時
間
が
か
か
り
ま
 

ず
 の
で
、
認
定
の
中
詰
手
続
き
は
 早
 

め
に
済
ま
せ
で
く
だ
さ
い
，
 

申
請
 苦
は
 、
福
祉
課
高
齢
対
策
 係
 、
 

岡
垣
町
在
宅
允
許
支
援
セ
ン
タ
ー
、
 

岡
栢
 ，
 
W
 東
部
在
宅
余
地
￥
 ヮ
ぬ
接
 

セ
ン
タ
ー
、
 

ぽ
宅
 介
護
支
援
専
業
所
に
準
備
し
て
 

い
ま
す
。
 

ま
た
、
 両
 支
援
セ
ン
タ
Ⅱ
居
宅
 

介
護
支
援
事
業
所
で
は
、
ご
本
人
に
 

伐
 っ
て
申
請
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
 

ず
 の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
申
請
に
は
、
手
放
科
な
ど
 

0
%
 用
は
 
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
商
船
対
策
 係 

岡
垣
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

岡
垣
町
衆
邦
 在
 %
 分
課
 オ
薦
牡
 
セ
ン
タ
ー
 

各
居
宅
介
護
支
援
専
業
考
へ
 

（
敬
称
略
）
 

作
文
部
門
 

A
 若
松
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
 

組
合
連
合
会
会
長
官
Ⅴ
 

「
税
が
支
え
る
高
齢
化
社
会
」
 

木
曾
 
沙
月
 （
 
御
 垣
中
学
校
 

3
 年
）
 

「
税
が
果
た
す
大
き
な
役
割
」
 

野
間
夢
主
（
 岡
垣
 京
中
学
校
 3
 年
 一
 

標
語
部
門
 

人
岡
垣
町
長
安
Ⅴ
 

税
金
で
支
え
て
あ
げ
た
い
あ
な
 

た
の
老
後
 

平
島
 

圭
 （
囲
垣
中
学
校
 

3
 年
）
 

納
税
は
今
と
未
来
を
つ
な
ぐ
 橋
 

垣
田
有
里
子
（
 岡
 足
中
学
校
 
3
 年
）
 

支
え
よ
う
明
る
い
未
来
を
税
金
 

で
 

佐
々
木
育
美
（
 御
 垣
京
中
学
校
 1
 午
 ）
 

も
っ
と
知
ろ
う
か
ん
な
の
未
来
 

つ
く
る
 税
 

森
本
賀
子
（
 岡
垣
京
 中
学
校
 3
 年
）
 

若
松
税
務
 榊
 管
内
の
申
学
生
に
 

「
税
の
標
語
」
や
「
税
に
つ
い
て
の
作
 

文
」
を
 芽
 壊
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
か
ら
多
く
の
 

作
品
応
募
が
あ
り
、
町
内
の
中
学
校
 

か
ら
も
 使
 秀
作
品
が
選
ば
れ
、
 受
穴
 

者
へ
 表
彰
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

税
の
標
語
 こ
 作
文
の
 

優
秀
作
品
入
賞
者
 が
 決
定
 

O
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丁
 

臆 異書聖 誓 望日 282-1211  ● 岡垣サ コリーアⅠ 容 282-1515 

農業委員会委員選挙人名簿 

登録申請をお 忘れなく ! 

平成 12 年 1 同 1 日現在で次にあ 

ではまる人は 、 忘れずに申請しま 

しょう " 

① 10 アール以上，の 農地の耕作業 

務を営む人 

②①の人の同店の 親族および配 

偶者で、 おおむね 60 口以上耕作 に 

  ～自家用バス・レンタルバスは 正しく利用しましょうⅡ～ 
自家用バス ( 白 ナンバ一 ) は、 保有している 会社の従業員の 輸送や学校における 

生徒の送迎、 旅館やホテルにおける 利用者の最寄り 駅までの 抽料 送迎など、 その 
使用範囲は「自己の 目的のため」に 限定され、 依頼に応じた 観光地案内輸送など、 
自家用バスを 他の目的で使用することは 法律で禁じられています。 

これに違反した 場合は行政処分のほか 罰則の適用もあ ります。 また、 レンタカー 
の マイクロバスを 利用するときは、 利用者の中にバスを 運転できる人がいること 
が 必要で、 レンタカ一事業者に 運転を依頼することは 禁止されております。 

違法な自家用バスを 利用した場合、 万一の事故の 際に十分な保障が 受けられな 
ぃ 場合があ りますのでご 注意ください。 ( 福岡陸運支局 )   
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き
を
過
ご
そ
う
と
、
各
種
も
よ
お
し
 

一
 
訓
練
期
間
 

1
 
年
間
 

を
 
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

一
糸
た
だ
し
、
情
報
処
理
科
の
み
 

2
 
年
 

と
き
ジ
月
 

㎎
日
一
日
）
午
後
 

1
 
 
一
間
で
す
，
 

時
か
ら
 

3
 
時
㈹
 
分
 
ま
で
 

応
募
資
格
身
体
 

陣
 
㌔
老
手
帳
を
持
っ
 

と
こ
ろ
赤
間
柄
院
方
 

ボ
像
 

布
石
丸
一
一
で
い
る
人
 

内
容
 0
 
ぜ
ん
ざ
い
 

の
 血
米
 ただ
し
、
 

総
合
実
務
科
は
療
育
子
 

ザ
 
ー
 
0
 
リ
ー
ス
作
り
な
ど
 

」
 
ト
く
 

Ⅰ
 
-
 
ビ
 
Ⅱ
 

5
4
3
1
 

へ
 

ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 
 

サ
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7
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子
 

院
む
 
0
9
4
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１
 
3
2
 
１
 
2
2
0
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へ
 

 
 

タ
｜
 

 
 

円
マ
ト
リ
り
ハ
ノ
つ
 

八
ヒ
 

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
 

校
 

募
集
人
員
八
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
一
 

キ
ア
ヌ
 

・
リ
ー
フ
ス
 

王
 
演
の
話
題
 

以
｜
 
こ
ま
会
し
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                                                                      額 634 Ⅲ ) が適 

別 されます。 

業種 日額 時間 額 

製鉄業、 製鋼、 
製鋼圧延 業 、 5,906 円 739 円 

鋼材製造業   

電気機械器具 製造業 5,742 円 
7]8 円 

  

輸送用機械 器具製造業 5, 餌 7 円 731 円 

各種商品 
小売業 

5.606 円 700 円 

小売業 自動車 ( 新車 ) 5.881 円 736 円 

申し込み・問い 合わせ 
福岡労働基準監督 局 貸金訳 

です 092 一 4 ⅠⅠ   4578 へ 

  

い礫と       

午ル 
  

唾 か フ     ク ス   
ま ン と米 絶世 受 @ 大師講 と 3 合とでけ 投 

こ時曜 すを 病 
日医 

事 

さ ォ す ま 

い メ る し 

。 l 人 た   
、 ンは ら     

教 平     、 開 
ンサ 講 

三 " 
材 成 岡 調 。 人や 時から 余 人・ ホ ・ 講座 た 隼 

o@ e 



 
 

    
役場 
員会 

  
  

      容 282- Ⅰ 21  Ⅰ l ●囲垣在宅介護支援センター ● 岡垣 東部在宅介護支援センター 容 容 282-5 282-5 
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ス
 
 
 
v
 

 
 人
 が
た
く
さ
 

，
 

 
 

 
 

日
 

た
ん
や
。
 

言
語
が
違
っ
た
 

と
 

～
 

い
う
こ
と
も
そ
ん
な
 

に
 
苦
に
は
な
ら
な
く
て
日
本
語
で
話
 

さ
れ
て
も
、
大
学
の
と
き
に
勉
強
し
 

て
い
た
か
ら
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
 

い
つ
し
ょ
に
来
日
し
た
友
人
の
話
 

や
け
ど
、
彼
も
日
本
は
初
め
で
で
、
 

日
本
語
も
上
手
か
っ
た
け
ど
、
あ
る
 

同
 一
人
で
東
京
都
練
馬
区
の
コ
ン
ビ
 

ニ
に
 
入
っ
て
行
っ
た
ら
、
お
に
ぎ
り
 

か
る
が
こ
れ
ほ
ど
の
種
類
が
想
像
で
 

き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
 
力
 ル
チ
ヤ
ー
・
 

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
と
る
 ね
ん
 ，
 

い
っ
し
ょ
に
来
月
し
た
友
人
と
比
 

べ
る
と
、
僕
が
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
 

ク
を
受
け
た
の
は
か
な
り
遅
く
て
、
 

初
め
て
日
本
に
い
る
っ
て
こ
と
に
気
 

付
い
た
の
は
、
岡
垣
町
に
来
て
か
ら
、
 

2
 カ
月
経
っ
で
た
と
き
に
、
暗
い
映
 

画
館
の
中
で
洋
画
を
見
て
か
ら
 映
 何
 

館
か
ら
出
た
と
き
だ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
 

に
い
る
と
思
っ
と
っ
て
、
映
画
館
か
 

ら
 出
て
い
た
ら
、
日
本
人
に
囲
ま
れ
 

て
 「
な
ん
で
こ
こ
に
は
、
日
本
人
が
 

サふザふせふ 早ふせ 
し
ま
い
ま
ず
。
 

こ
れ
に
対
し
、
公
的
年
金
 

は
定
期
的
に
一
生
涯
受
け
ら
 

れ
ま
す
。
個
人
年
金
は
 、
 ぞ
 

れ
を
補
完
す
る
も
の
と
お
考
 

え
く
だ
さ
い
，
 

公
的
年
金
と
個
人
年
金
の
 

比
較
は
表
の
と
お
り
で
す
。
 

  

  
ノ へ     % 

な身べなあ メ に チ も ン       
世っ物ンっフ 話で、 ビはうす が ウビ Ⅰ ニ 
に独 倉ニ い l ぐ ッ で 

、 みザふサふザふザふサふ 早 
きて ではで値 ま 玖 :@ オ 

、 いま し あ 生の老 す仙来 
いけた よ ま 活目後 。   伺 @. こ 

っば 、 ぅ り し減を は ね 
か確貯 。 にて り年 確た 
は実蓄 もい し 金 実っ 
なには 小 く た も にて 
                              安と貯な 維年 
                                                  特命 
                                  も う だ、   さクフ 
                                        れ % 

  

公的年金 

加 入全ての人が 加入       
老齢、 障害、 死亡の全てか 力 将来受けようとする 年金の種   類や期間が多種多様であ る   

運 営全支給額の 3 分の l と 運営 事た 保険料をもとに、 自社の経営 費 

務 費は全て国か 負担する 用も含めて運営している 

税制面保険料は、 全額所得から 控除 最高 5 万円までの控除   
生活か苦しいときなどは、 一一一一 " 一 

    

  
Ⅰ 67 
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Ⅰシル， 

 
 

ト
 ぐ
ら
い
東
京
に
い
自
同
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